
NA
TU

RE
JO

BS
SP

OT
LIG

HT
 O

N 
KA

WA
SA

KI
1
6

 |
 N

A
T

U
R

E
J

O
B

S
 |

 2
0

 S
E

P
T

E
M

B
E

R
 2

0
1

2

Advertisers retain sole responsibility for content.

ADVERTISEMENT FEATURE

明治大学では、「現象数理学」という数
理科学における新しいアプローチが生ま
れ、数学がこれまで対象としてこなかっ
た領域にも果敢に挑戦している。

明治大学は日本が開国して間もない1881
年に開学し、日本の近代化とともに歩んで
きた私立大学である。その生田キャンパス
（川崎市）においては、理工学系の学部・
大学院の学生・研究者が、緑に囲まれた環
境の下で多様な学問を展開している。
中でも、明治大学先端数理科学インス
ティテュート（MIMS）は社会および自然
に現れる様々な現象の数理的解析を課題と
する国際的研究拠点として、際立った個性
を持つ。
三
みむら

村昌
まさやす

泰所長は、MIMSが目指している学
問についてこう語る。「私たちが目指してい
るのは社会に貢献する数理科学です。実験技
術や観測技術の進歩により、膨大なデータが
入手できるようになりました。一方、個々の
要素の解明も、精緻を極めています。しか
し、例えば疫病の流行や金融の不安定化、交
通渋滞といった現象がなぜ起きるのかを考え
る際には、個々のエージェントの動きより
も、相互作用の解析が重要です。ヒトゲノム
の塩基配列の解明だけでは、疾患が起きるメ
カニズムや、ヒトという複雑なシステムの全
体はわかりません。システムを構成する部品
や要素の解明から、複雑な相互作用の全体像
の解明へ、そこに数理科学の新たな役割があ
ると考えています」。
三村は、2008年に文部科学省のグローバ
ルCOEプログラム（GCOE）に採択された
「現象数理学の形成と発展」の拠点リーダー

も務めている。「現象数理学」と命名したの
は三村であり、具体的にはモデリング、数理
解析、シミュレーションを扱う。三村自身
は、モデリングが専門であり、明治大学に来
るまでに、広島大学、東京大学などで、「現
象数理学」の先駆けとなるような講義を行っ
てきた。ただ、三村のアプローチは、純粋数
学が主流の日本の数学界では、異端視される
こともあったという。そうした中で2007年
にMIMSが設立されたことは、三村にとって
も、理想的な研究環境が整ったことになる。

錯覚と数理の融合研究
MIMSの研究者の中で、人の知覚・認識の仕
組みを錯覚という側面から数理モデル化して
探求する「計算錯覚学」に取り組んでいるの
が、副所長の杉

すぎはら

原厚
こうきち

吉である。
杉原はこう説明する。「今まで心理学や
認知科学で研究されてきた錯覚の分野に、数
学を持ち込みました。錯覚を起こす眼の機能
を数理モデル化してその仕組みを調べる。そ
うすると、錯覚の強さを数値で表せますし、
最適化やコントロールができるようになりま
す」。錯覚は通常、事故の原因になる。錯覚
ができるだけ起こらない環境をつくることが
安全な社会づくりに役立つ。他方、錯覚を強
めることにより、見落としにくい標識なども
つくり出せる。杉原は言う。「計算錯覚学を
応用すれば、錯覚を強めたり弱めたりするこ
とで、社会に貢献できるのです」。

折り紙の工学への応用
一方、機械工学をバックグラウンドに持つ
萩
はぎわら

原一
いちろう

郎MIMS副所長は、京都大学の野
のじ ま

島
武
たけとし

敏博士らとともに、「折紙工学」という

ユニークな分野を確立してきた。「日本に
は優秀な折り紙作家が多数いますが、彼ら
は感覚で作ります。いわばアートです。と
ころが欧米人が折り紙に幾何学を持ち込ん
で、産業化も行いました。日本の七夕飾り
をもとに、英国人のエンジニアがハニカム
構造を開発し、これが数兆円の産業規模に
なっています。そこで我々は日本発で折紙
工学を提唱して新たな産業応用を図ろうと
しています」。具体的には、ハニカム以外
の構造や金属材料など多様な材料を提案し
ている。太陽光パネルのほか、今後は車の
衝突エネルギーを吸収する新バンパーの開
発など、多方面に展開する予定だ。

MIMSの教育と連携
所長の三村はMIMSの位置づけについて、
「日本にはもともと数学では優れた研究者が
多数いるので、数学と現象をつなぐ場所にし
ていきたいと思っています。そのために教育
も重視しています」と述べる。実際、MIMS
ではGCOEの資金を有効活用して、奨学金付
きのPh.D.プログラムを提供しており、海外か
らの留学生を多く集めている。
研究においても、国内外の研究機関等と
の連携が盛んだ。三村は期待を込めてこう語
る。「英国オックスフォード大学の数理生物
学センターや、フランスの国立科学研究セン
ターとの連携が実現しています。お互いの強
みを生かし合う形での国際連携を、今後さら
に進めていく予定です」。
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